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大月人物伝 県土木会の重鎮 大月の三太郎の頭領 長沼　熊太郎

次
ペ
ー
ジ
に
続
く

ノモンハン空の英雄

　
長
沼
熊
太
郎
は
明
治
九
年
十

二
月
二
十
日
、
広
里
村
駒
橋
の

農
家
に
生
ま
れ
た
。
青
年
期
か

ら
、
運
送
業
、
土
木
建
築
請
負

な
ど
に
打
ち
込
み
、
業
界
の
実

力
者
と
し
て
地
歩
を
固
め
、
同

時
に
消
防
組
部
長
な
ど
の
地
域

の
公
職
に
つ
い
て
活
躍
す
る
。

　
明
治
三
十
五
年
十
月
一
日
、

中
央
線
大
月
駅
が
開
通
し
、
約

二
時
間
で
八
王
子
に
行
く
こ
と

が
可
能
と
な
り
、
ま
た
翌
年
に

は
、
現
在
の
富
士
急
行
線
の
前

身
、
富
士
鉄
道
馬
車
が
開
通
し
、

都
留
・
富
士
吉
田
と
の
交
通
が

容
易
と
な
り
、
か
っ
て
の
小
さ

な
宿
駅
大
月
に
周
辺
の
村
々
か

ら
人
が
集
ま
り
、
振
興
の
大
月

が
新
し
い
流
通
と
商
業
の
拠
点

と
な
っ
た
。
熊
太
郎
は
、
大
月

駅
に
て
取
り
扱
う
鉄
道
貨
物
輸

送
の
荷
揚
げ
を
一
手
に
引
き
受

け
る
運
送
業
者
と
し
て
そ
の
頭

角
を
現
し
た
。
中
で
も
明
治
三

十
九
年
に
、
東
京
に
安
定
し
た

電
力
を
送
り
、
明
治
末
の
日
本

全
土
に
電
力
の
新
時
代
を
も
た

ら
し
た
記
念
碑
的
な
水
力
発
電

所
駒
橋
発
電
所
の
工
事
が
は
じ

ま
り
、
建
設
に
必
要
な
発
電
機

や
機
械
、
資
材
の
搬
送
は
、
中

央
線
の
鉄
道
貨
物
輸
送
に
よ
り

行
わ
れ
た
の
で
、
大
月
の
他
の

運
送
業
、
清
水
家
・
牧
野
家
・

天
野
家
等
と
共
に
、
熊
太
郎
も

財
を
成
し
、
大
月
の
有
力
者
と

し
て
地
域
の
政
治
に
参
与
す
る

人
材
と
な
っ
た
。

　
大
正
二
年
に
は
、
広
里
村
村

会
議
員
に
当
選
、
再
選
を
重
ね
、

昭
和
八
年
町
制
施
行
に
よ
り
、

大
月
町
議
会
議
員
と
な
り
、
そ

れ
よ
り
二
十
二
年
ま
で
連
続
、

実
に
九
期
三
十
六
年
間
の
長
期

に
わ
た
り
在
職
、
議
会
の
長
老

と
し
て
自
治
の
運
営
に
多
く
貢

献
し
、
消
防
組
で
も
顧
問
と
な

り
消
防
施
設
の
整
備
改
善
に
も

寄
与
し
た
。

　
一
方
建
設
関
係
を
中
心
に
事

業
も
次
第
に
発
展
拡
充
し
、
鉄

道
建
設
の
大
手
名
工
建
設
株
式

会
社
と
提
携
し
て
取
締
役
と
な

り
、
同
社
甲
府
支
社
長
に
就
任

し
手
腕
を
発
揮
し
業
績
を
あ
げ
、

業
界
で
も
重
視
さ
れ
各
種
役
職

を
歴
任
、
山
梨
県
土
木
建
設
業

協
会
長
、
同
顧
問
に
推
さ
れ
た
。

　
ま
た
昭
和
十
四
年
の
県
議
選

に
は
民
政
党
よ
り
推
さ
れ
て
立

候
補
当
選
、
任
期
満
了
の
十
八

年
以
降
も
任
期
延
長
で
二
十
二

年
四
月
ま
で
在
任
、
戦
時
中
か

ら
終
戦
時
に
か
け
て
の
混
乱
動

揺
の
は
げ
し
か
っ
た
県
政
の
運

営
に
寄
与
し
た
。

　
ま
た
二
十
二
年
改
正
府
県
制

に
よ
っ
て
執
行
さ
れ
た
県
会
議

員
選
挙
に
、
民
政
党
よ
り
推
さ

れ
て
出
馬
当
選
し
、
戦
前
派
四

議
員
の
一
人
と
し
て
条
例
委
員

長
に
就
任
、
二
十
三
年
九
月
に

は
池
谷
議
長
の
あ
と
を
受
け
て

議
長
に
当
選
し
た
が
、
小
党
分

立
し
て
安
定
勢
力
を
欠
い
た
た

め
、
離
合
集
散
の
激
し
い
中
で
、

困
難
な
問
題
が
多
発
し
、
同
年

十
一
月
の
定
例
会
で
、
県
教
育

委
員
の
選
任
問
題
の
こ
じ
れ
か

ら
議
場
混
乱
し
、
三
日
間
に
わ

た
り
議
事
停
滞
を
招
き
、
た
め

に
議
長
の
責
任
を
追
及
さ
れ
る

な
ど
紛
議
を
重
ね
て
議
事
の
収

拾
は
難
渋
を
き
わ
め
た
が
、
た

ま
た
ま
病
床
に
つ
い
た
の
で
議

会
運
営
は
副
議
長
に
よ
っ
て
行

わ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
議
長
反
対
派
と
の

間
に
妥
協
が
成
立
し
た
の
で
二

十
四
年
三
月
、
一
応
議
長
を
辞

任
し
た
が
、
議
会
で
直
ぐ
に
再

選
さ
れ
た
の
で
、
改
め
て
辞
任

の
手
続
中
病
状
が
悪
化
し
て
急

逝
し
た
。

　
熊
太
郎
の
葬
儀
の
と
き
、
自

宅
を
出
た
葬
列
の
先
頭
が
林
宝

山
行
願
寺
近
く
ま
で
来
た
の
に

後
列
は
や
っ
と
表
通
り
に
出
た

と
こ
ろ
で
あ
っ
た
く
ら
い
多
く

の
人
々
が
葬
列
に
加
わ
り
、
行

願
寺
前
の
広
場
で
盛
大
な
告
別

式
が
行
わ
れ
た
。

　
政
財
界
の
著
名
人
を
初
め
、

一
般
市
民
も
葬
儀
に
参
加
、
告

別
式
場
は
一
杯
の
人
で
埋
ま
っ

た
。
当
時
自
由
党
の
国
務
大
臣

樋
貝
詮
三
先
生
は
党
派
を
超
え

て
秘
書
官
を
通
じ
丁
重
な
弔
辞

を
捧
げ
ら
れ
た
。
葬
儀
の
と
き

自
宅
か
ら
寺
ま
で
棺
を
担
い
だ

若
者
は
全
員
長
沼
家
縁
の
青
年

達
で
あ
っ
た
。
二
度
目
の
県
議

会
在
職
の
ま
ま
他
界
し
た
。

　
熊
太
郎
は
、
地
域
で
も
早
く

か
ら
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
て
、
そ
の
手
腕
が
買
わ

れ
て
い
る
。
大
正
五
年
五
月
三

日
に
起
き
た
都
留
中
学
の
ス
ト

ラ
イ
キ
の
際
も
、
広
里
村
村
長

伊
藤
弁
次
郎
と
共
に
、
ス
ト
ラ

イ
キ
収
拾
の
た
め
の
学
生
の
説

得
に
当
た
る
な
ど
、
そ
の
人
望

の
程
が
伺
え
る
。
ま
た
大
正
十

二
年
四
月
開
校
さ
れ
た
県
立
都

留
高
等
女
学
校
校
舎
の
建
築
に

も
関
与
貢
献
し
て
い
る
。
特
筆

す
べ
き
は
、
昭
和
二
十
一
年
に
、

戦
後
の
復
興
を
担
う
大
工
職
人

の
不
足
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、

自
ら
所
有
す
る
土
地
の
一
部
に
、

県
立
木
工
人
養
成
所
を
誘
致
設

立
、
木
工
職
人
の
人
材
の
育
成

に
、
県
議
会
議
長
と
し
て
手
腕

を
発
揮
し
、
地
域
青
年
の
雇
用

の
促
進
に
も
力
を
そ
そ
い
だ
。

　
他
面
、
熊
太
郎
は
、
幾
多
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
残
し
て
い
て
、

そ
の
人
柄
が
偲
ば
れ
る
。
そ
の

一
つ
は
、
ダ
ン
デ
ィ
な
紳
士
と

言
わ
れ
若
い
時
か
ら
お
洒
落
で

洋
服
は
い
つ
も
三
つ
揃
い
の
英

国
製
の
背
広
を
着
て
い
て
、
色

は
茶
色
を
好
ん
だ
ら
し
く
茶
色

が
多
く
、
靴
は
ピ
カ
ピ
カ
に
磨

か
れ
た
物
を
履
い
て
い
た
。
和

服
は
紋
付
袴
が
よ
く
似
合
う
清

潔
感
溢
れ
る
好
男
子
で
あ
っ
た
。

　
熊
太
郎
が
大
月
で
活
躍
し
た

時
代
、
も
う
二
人
太
郎
と
い
う

名
前
の
人
が
い
て
、
地
元
で
は

当
時
、
こ
れ
ら
の
三
人
を
大
月

の
三
太
郎
と
い
っ
て
い
た
そ
う

で
あ
る
。
一
人
は
高
山
角
太
郎

（
土
建
業
）
で
、
駒
橋
出
身
の

人
で
あ
る
。
彼
の
長
男
武
士
は
、

東
北
帝
国
大
学
医
学
部
卒
業
後
、

大
月
に
帰
り
、
地
域
住
民
の
医

療
福
祉
に
貢
献
し
た
医
師
で
あ

る
。

　
ま
た
他
の
一
人
は
、
西
奥
山

出
身
で
屋
号
大
屋
の
山
口
金
太

郎
で
あ
る
。
彼
も
若
く
し
て
大

月
に
出
て
、
駅
前
で
手
広
く
大

き
な
材
木
商
を
営
み
相
当
な
財

を
成
し
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
、

四
十
代
半
ば
で
、
小
学
生
だ
っ

た
長
男
勲
を
は
じ
め
四
人
の
男

の
子
達
を
残
し
て
他
界
し
た
。

　
三
人
の
三
太
郎
は
、
仲
良
し

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
の
分
野

を
守
り
、
互
い
に
助
け
合
っ
て

活
躍
し
た
。
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